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私たちの身の回りの物理現象や化学現象を基本過程まで追求すると、ほとんどの場合は、電子・原子核・光からなる
システムが相互作用して時間変化していることに還元できます。そのような系を記述する基礎法則は量子力学と電磁
気学であり、それらの統一的な理論が量子電磁力学(Quantum ElectroDynamics, QED)です。

この理論は特に素粒子物理分野でその正確さが検証されてきており、現在最も成功し、信頼ができる物理理論であ
るといえます。われわれは、そのようないわば物質と光を記述する究極理論であるQEDに基づいて物性や化学を研

究しています。

~ 2014. 7. 20 福井県での研究室合宿 ~

・ストレステンソル理論

対称でない
ストレステンソル

次元解析により、一見異なった物理が一つのストレステンソルに
内包されていることが証明された。

・スピンドル構造理論

・クォークモデルとのアナロジー
・解析的証明

化学結合性(共有結合)
イオン性
金属性

・量子電子スピン渦理論

・covariant theory ・解析的証明
semiclassical/SUGRA

・Cauchy problemという認識

・time dependent renormalization
・真空の定義
・予言能力

・粒子数非保存という認識

・場の理論
粒子生成消滅の現場を

記述する。
・粒子とエネルギー

光子が入射し、電子が励
起し、空孔が残される。その
とき光子は消滅している。

励起子生成


